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１．時間領域数値シミュレーションに利用する手法
―FDTD法：安定な解析，細かいモデル化が可能
―CIP法：微分値を利用した解析，高精細な可視化が可能
―PSTD法：フーリエ変換を用いた大規模解析に向いた方法
―FETD法：細かいモデル化が可能

２．１TB以上のメモリを有するスーパーコンピュータを利用した

 
大規模領域計算
３．GPUを用いた波動数値シミュレーションの並列計算

 
(GPGPU: General Purpose Computation using Graphics 
Processing Units)
４．微分値とエルミート補間を用いた高精細な可視化

GPUによる高速並列演算

 
（GPGPUプロジェクト）

 

GPUによる高速並列演算
（GPGPUプロジェクト）

スーパーコンピュータによる大規模領域計算

 
（1TB以上の計算領域）
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